議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成23年6月24日(金)

午前10時～午前11時30分
場　所　長久手町役場　2階委員会室
出席者　委員長　伊藤祐司、副委員長　じんの和子、
　　　　委員

田崎あきひさ、正木祥豊、加藤和男、
木村さゆり、原田秀俊、　　

議長　丹羽茂雄、副議長　水野とみ子、
町長　加藤梅雄、総務部長　川本　忠、

総務部次長兼人事秘書課長　山下幸信、

議会事務局長　松原幸雄、
同局長補佐　中西直起、同専門員　曽我竜彦
１　あいさつ

　　議長
 　 町長

２　議題

（１）　平成23年第２回長久手町議会定例会、追加議案について
　ア 付議予定議案について

　　 　総務部長が議案第34号（仮称）長久手第三中学校校舎新築工事請負契約の締結につい

てを説明。
　 ・17者で選定をしたのみの説明だった。しかし、ある会社が落札して辞退した経緯があ

る。また、それと比べて入札価格が３％程上がっていることもある。そのような説明が

議会運営委員会であるべきだった。

　 ・慣例で、議案の中身については、上程をしてから質疑の中で行っている。それ以前は事
前審査に留まり、字句のわからない点についての質問等を受け付けている。
   ・基本的には議場に上程された後に審査すべきである。
　 ・事前審査ではない。入札の経緯を知らされないまま議会運営委員会を通していいのか。

議会運営委員会でもある程度の経緯の話をすべきではないのか。

　　（結論）

　 　次回から、提案者の説明について、可能な範囲で詳細に説明してもらうように議長から
　　 町側に申し入れてもらった。（町側承諾済み）
（２）  平成23年第２回長久手町議会定例会議事日程（第６号）について

　　 議会事務局長が説明。請願第５号が委員会で継続審査となったことから、日程第３の議
案第28号から議案第34号までとは分けて、日程第５で請願第５号の継続審査の申し出

について、委員長報告、委員長報告に対する質疑、採決を行う。また、日程第４の農業
委員会委員の推薦は、浅井たつお議員と加藤具己副町長を推薦していく。
　 ・請願第５号の継続審査が採択された場合はどうなるのか。

　 ・この継続審査の申し出は、総務まちづくり委員会で結論がでなかったからもう少し時間
がほしいということである。このことに対して、議会として継続審査はさせないと採決

した場合、そのままであると審議が期限切れになり、審議未了のため廃案になる。
また、委員長報告については、議案第28号から議案第34号までは委員会で結論が出て

いる。しかし、請願第５号については、単なる委員長報告ではなく、継続審査の説明

が必要なので、混乱をさけるため、あえて日程を分けた。
（３）  その他
　　ア　市制施行に伴う、議会関連の条例及び規則の改正について
　 ・議会事務局長が説明。９月定例会において町側は、条例中の「長久手町」を「長久手市」にする議案を一括して上程する予定である。議会についても14の条例・規則等がある。このような条例を議会運営委員長が提案者として上程してもらいたい。
　 ・基本的には「長久手町」を「長久手市」に替えるということか。
　 ・特に市になっても市議会であろうが町議会であろうが特に違いはない。また、新たな条
例が必要だということなら、次の12月議会でも上程することはできる。まずは、「長久
手町」を「長久手市」に替えるだけである。

　　（結論）

　　 事務局で、議会関係の条例・規則等で「長久手町」を「長久手市」に替える準備を進め

る。

　　イ　第46回愛知郡町議会議員大会（11月４日）の本会議の決議案について
　　・議会事務局長が説明。平成23年度愛知郡町議会議員大会が11月４日に行われる。毎
年、各町決議文を出している。東郷町は医療費の補助関係を上げる予定で、長久手町
は市になると人口に対する犯罪率がトップクラスになるので、安心安全なまちづくり

がふさわしいのではないかということで予定している。
　　（委員長）

　　　今までのやり方は、議会運営委員会で方向性について了承し、関連の常任委員会で文
案を作成してもらっていた。できた文案は再度議会運営委員会に諮り、議会全体の総
意として決議文を出していた。
　　（結論）

　　  愛知郡町議会議員大会の決議文については、長久手町として安心安全なまちづくりと
いうことで進める。全議員には議長から説明してもらう。なお、具体的な文案作成に
ついては、議長と建設環境委員長と事務局が相談しながら進めていく。
　　ウ　議会運営委員会の視察研修について

　　・議会運営委員会と議会だより編集特別委員会の視察研修は、毎年交互に行っている。
今年は議会運営委員会が行うことになっている。視察内容や視察先等を決めてもらい
たい。
・前回は、平成20年８月１日に伊賀市に議会基本条例について視察研修に行っている。
　　（結論）

　　・議会運営委員会の視察研修については、次回もしくはその次の議会運営委員会までに
視察先を提案してもらう。なければ無理に行く必要はない。

（４）　議会改革について

　　（委員長）
　　 資料を作成したので読んでほしい。議員定数に関する各市町の動向、色々な人の意見、

議会基本条例について事例をインターネットから取り寄せた。議員定数削減については、

なるべく早い時期に一定の結論を出してほしいという意見もあるので、今日は議員定数

問題について議論していきたい。また、先回、出された意見についても逐次進めていき

たいが、毎回全部できないので、議事進行は正副委員長に任せてもらう。
  ア 一部事務組合の議会議員の報酬問題について

　（結論）

　議長預かりとし、関係市町の議長と協議してもらう。新議員にも状況を説明してもらい、
必要なら再度アンケートを取ってもらう。
　（議長）

　日にちは未定だが、瀬戸市議会議長から会議開催の話しがあった。早急に２市１町で協

　議を進めていく。

　イ 後期高齢者広域連合組合議会の議員の選出のあり方について

　　（結論）
　議長預かりとし、関係市町の議長と協議してもらう。
　ウ 議会の開会時間について

    （結論）

　　 過去には議長運用でやったこともあるが、本格的に変えようとすると会議規則も改正しなければいけない。委員は各会派に持ち帰ってもらって議論してもらい、次の議会運営委員会で意見を持ち寄る。事務局で近隣市町の状況を調べる。
　エ 議員定数問題について

　　（委員長）
　　 早く一定の結論を出し、次の議会までにはしかるべき態度を決めるべきだという意見もある。方向性として、総意で進めるのか、それとも、議員提案で進めるのか議論してもらいたい。

　　（賛成意見）

　 ・議員定数削減については既に民意である。市制になる前に２人くらいは減らすべきである。

   ・人口だけが議員定数を決める要因にはならないが、それをベースとしないと住民の理解は得られない。議員定数削減は必要である。何月議会までにという目標を決めて進めればいい。

   ・まとまらなければ議員提案でやるしかない。
・年内に結論を出すべきである。議員定数削減数については全議員が納得する形がいい。

・昨年６月３日に議員定数削減に決着をつけるように要望した。住民の声を反映させるに

　は削減すべきである。10年後の人口を考えていては、住民の期待するスピードについ　

　ていけない。議会改革は議員定数や人口と比例するものではない。削減すべきである。

・できれば、議員提案ではなくて総意で進めたい。住民からは、まず議員定数削減をやっ

　て議会改革を行えばいいという声が多い。また、委員会についても委員が重複してもい　

　いことに法律が変わった。期限を決めて進めていくべきである。なお、新人議員が出や

　すいようにすることも配慮して議員定数を考えるべきである。

　　（反対意見）

　 ・資料を読んだが議員定数は確たる基準はない。長久手町は独自で考える必要がある。議会は二元代表性のもと、合議制を取っている。20人の議員がそれぞれに考えがあり、議員としての資質を深めることが重要で、現在の議員数20人は適当である。
　 ・総合計画で10年後の人口は63,000人となっている。そういうことを考慮して議員定数を考えることが必要である。また、委員会の数として７人～８人が妥当である。委員会数が３つだったら議員数21人となる。そういったことも考える必要もある。全議員の合意で進めていきたい。

　 （結論）

 議員定数問題については、９月議会までに１～２回議会運営委員会を開催する。また、
 事務局が全議員に資料を配布し、会派については委員が意見集約し、無会派については

委員長または事務局が意見集約する。次回からは具体的な数字も提示して議論する。
　・次回の議会運営委員会は７月14日（木）午後１時から開催。







